
ぼ く と わ た し の 絵

○ し ん ご う 保 育 園

大
好
き
な
「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
描
き
ま

し
た
。
何
回
も
描
く
う
ち
に
、
ち
っ
ち
ゃ

な
あ
か
ち
ゃ
ん
こ
い
の
ぼ
り
も
描
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

福
田
　
泰
聖
く
ん（
さ
く
ら
組
）

な
な
み
ち
ゃ
ん
と
ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ

て
遊
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。「
こ
ん

な
感
じ
か
な
ぁ
？
」
と
言
い
な
が
ら

描
い
た
ブ
ラ
ン
コ
、
上
手
に
描
け
ま

し
た
。

田
島
　
未
舞
さ
ん（
さ
く
ら
組
）

た
い
せ
い

ふ
く
だ

み
む

た
し
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

14

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

210

８
月

人
の
動
き

男
　
1,
45
1人
（
－
５
人
）

女
　
1,
56
0人
（
－
２
人
）

計
　
3,
01
1人
（
－
７
人
）

世
帯
数
96
1世
帯（
±
０
世
帯
）

（
平
成
23
年
６
月
30
日
現
在
）
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沢
  口
　
希
  音

ち
ゃ
ん

Ｈ
22
・
２
・
15
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
正
興

（
マ
マ
）
美
津
子

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

誰
か
ら
も
愛
さ
れ
る
子
に
な
っ

て
ね
。

む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
23
年
葉
 月

サ
ー
ド
ニ
ッ
ク
ス（
紅縞
瑪瑠
）

̶
 和
合・
夫
婦
の
幸
福
 ̶

誕
生
石

は
づ
き

A
ug
us
t

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
１
年
８
月

備
　
　
　
考

福
祉
セ
ン
タ
ー

美
郷
館
　
9：
00
～
14
：
00

行
　
　
事
　
　
等

さ
わ

ぐ
ち

ん
の

日
曜

1
月

3
水

4
木

5
金

7
日

8
月

11
木

12
金

13
土

15
月

18
木

19
金

22
月

25
木

26
金

28
日

29
月

31
水

新
郷
温
泉
館
休
館
日

国
民
保
険
税
第
１
期
納
期
限

介
護
保
険
料
第
１
期
納
期
限
（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者
保
険
料
第
１
期
納
期
限

も
の
忘
れ
健
診
（
～
３
日
）

不
用
犬
引
取

特
定
健
診
（
～
６
日
）

資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

健
診
結
果
説
明
会

子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

行
政
相
談

新
郷
温
泉
館
休
館
日

特
定
健
診
（
～
13
日
）

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

村
成
人
祭

新
郷
温
泉
館
休
館
日

特
定
健
診
（
～
20
日
）

資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
日
　
３
・
４
才
児
健
診

新
郷
温
泉
館
休
館
日

特
定
健
診
（
～
27
日
）

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

村
民
運
動
会

新
郷
温
泉
館
・
野
沢
温
泉
休
館
日

母
と
子
の
栄
養
教
室

固
定
資
産
税
第
２
期
納
期
限

村
・
県
民
税
第
２
期
納
期
限

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

７月７日　村畜産祭（関連記事は２ページ）７月７日　村畜産祭（関連記事は２ページ）
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７
月
７
日
、
間
木

ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
畜
産
祭
会
場
で
第

25
回
新
郷
村
畜
産
祭

が
２
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
は
畜
産
農
家
が
丹

精
込
め
て
育
て
た
乳

用
牛
15
頭
、
肉
用
牛

31
頭
が
出
品
さ
れ
、

共
進
会
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
朝
早
く
か
ら
畜
産

農
家
に
よ
り
出
品
さ

れ
る
牛
が
運
び
込
ま

れ
、
最
初
に
獣
医
ら

に
よ
る
体
高
や
胸
囲

の
測
尺
で
す
。
審
査
は
乳
用
牛
が

月
齢
別
に
よ
る
４
部
門
、
肉
用
牛

が
育
成
牛
や
未
経
産
牛
な
ど
に
よ

る
４
部
門
。
八
戸
家
畜
保
健
衛
生

所
長
小
笠
原
和
弘
氏
を
審
査
長
と

す
る
５
名
の
審
査
員
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
共
進
会
は
乳
用
牛
の
部
１
部
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
審
査
が
終
わ
る
ご

と
に
表
彰
さ
れ
、
入
賞
者
は
賞
状

と
県
や
畜
産
関
係
の
団
体
や
企
業

44
機
関
か
ら
の
豪
華
な
副
賞
を
授

与
さ
れ
、
感
激
も
ひ
と
し
お
の
様

子
で
し
た
。

　
８
部
門
の
優
等
賞
の
中
か
ら
選

ば
れ
る
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
は
髙
根
護
さ
ん
の
乳
用
牛
「
ベ

ル
フ
ァ
ー
ム
エ
ル
ト
ン
パ
デ
ィ

号
」
に
栄
冠
。
表
彰
式
で
須
藤
村

長
か
ら
表
彰
状
を
手
渡
さ
れ
た
髙

根
さ
ん
の
長
男
の
貴
明
さ
ん
は

「
名
誉
あ
る
賞
を
頂
き
、
驚
き
と

喜
び
、
そ
し
て
感
謝
の
気
持
ち
で

胸
が
い
っ
ぱ
い
。
今
後
も
父
や
祖

父
と
協
力
し
、
理
想
の
乳
用
牛
育

成
の
た
め
、
飼
養
管
理
技
術
を
高

め
て
い
き
た
い
」
と
声
を
弾
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

　
終
了
後
は
、
会
場
内
の
畜
魂
碑

前
で
恒
例
の
家
畜
慰
霊
祭
が
行
わ

れ
、
関
係
者
が
玉
串
を
奉
納
し
ま

し
た
。

　
優
等
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
乳
用
牛
の
部
　
第
１
部
｜
イ
ン

レ
ッ
ド
ド
レ
ー
ク
ジ
ェ
ス
ロ
号

（
髙
根
豊
｜
扇
ノ
沢
）
第
２
部
｜

ジ
ェ
ス
ロ
リ
ン
ク
ダ
ン
デ
ィ
号

（
髙
根
豊
｜
扇
ノ
沢
）
第
３
部
｜

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
エ
ル
ト
ン
パ
デ
ィ

号
（
髙
根
護
｜
扇
ノ
沢
）
第
４
部
｜

ジ
ェ
ッ
シ
ー
オ
リ
ー
バ
レ
ー
号

（
髙
根
豊
｜
扇
ノ
沢
）

○
肉
用
牛
の
部
　
第
１
部
｜
く
う

号
（
髙
長
根
喜
一
｜
平
）
第
２
部

｜
あ
ず
み
号
（
髙
根
勇
悦
｜
扇
ノ

沢
）
第
３
部
｜
あ
だ
む
号
（
奥
山

真
｜
松
木
田
）
第
４
部
｜
こ
こ
い

ち
号
（
奥
山
真
｜
松
木
田
）

　
７
月
６
日
、
新
郷
村
ふ

る
さ
と
活
性
化
公
社（
須

藤
良
美
理
事
長
）は
新
日

本
製
薬
株
式
会
社
（
本

社
：
福
岡
市 

後
藤
孝
洋

社
長
）
と
甘
草
（
か
ん
ぞ

う
）
研
究
栽
培
に
関
す
る

連
携
協
定
を
役
場
庁
舎
内

で
締
結
し
ま
し
た
。
協
定

の
期
間
は
平
成
25
年
３
月

ま
で
。
村
全
域
の
農
地
等

の
資
源
の
有
効
活
用
と
地

域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
甘
草
は
、
医
薬
品
原
料

と
し
て
用
い
ら
れ
、
約
70

％
の
漢
方
処
方
に
配
合
さ

れ
て
い
ま
す
。わ
が
国
で
は
現
在
、

年
間
１
０
０
０
ト
ン
以
上
を
輸

入
。
主
に
ウ
ラ
ル
カ
ン
ゾ
ウ
が
輸

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
０

年
６
月
に
中
国
政
府
か
ら
草
原
資

源
の
生
態
環
境
の
保
護
と
砂
漠
化

防
止
の
た
め
、
乱
獲
や
自
由
な
販

売
を
禁
止
す
る
通
知
が
出
さ
れ
た

こ
と
で
、
価
格
が
急
騰
。
甘
草

の
国
内
栽
培
の
必
要
性
が
急
速
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
試
験
栽
培
は
甘
草
の
安
定
的
な

供
給
先
を
求
め
て
い
た
同
社
と
、

遊
休
地
の
活
用
を
模
索
し
て
い
た

本
村
の
思
惑
が
一
致
し
実
現
。
甘

草
は
寒
冷
な
気
候
や
乾
燥
気
味
の

土
壌
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
で
薬

効
成
分
が
増
加
す
る
性
質
が
あ

り
、
寒
冷
地
で
あ
る
本
村
で
の
試

験
栽
培
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
苗
か
ら
出
荷
ま
で
の
育
成
期
間

は
お
お
よ
そ
２
年
間
。
活
性
化
公

社
で
は
甘
草
の
一
種
「
ウ
ラ
ル
カ

ン
ゾ
ウ
」
１
５

０
０
本
の
苗
を

同
社
か
ら
提
供

を
受
け
、
雨
池

地
区
の
村
有
地

で
５
月
中
旬
か

ら
栽
培
し
、
６

月
中
旬
か
ら

ハ
ウ
ス
か
ら
路

地
に
移
し
て
お

り
、
現
在
は
順

調
に
育
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
調
印
式
終
了

後
の
記
者
会
見

で
須
藤
村
長
は

「
ナ
ガ
イ
モ
や

ニ
ン
ニ
ク
に
次

ぐ
農
作
物
と
な

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
本

格
栽
培
へ
の
移
行
や
加
工
工
場
の

新
設
も
視
野
に
入
れ
、
試
験
栽
培

を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。
調
印
式
に
は
同
社
と
村

の
仲
介
の
労
を
と
っ
た
中
村
彰
祐

㈱
眞
照
堂
社
長
や
東
利
昭
村
議
会

議
長
等
20
名
が
見
守
る
中
、
行
わ

れ
、
終
了
後
は
圃
場
を
視
察
。
新

た
な
商
品
作
物
の
栽
培
方
法
と
量

産
化
へ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

８部門で栄冠競う

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
エ
ル
ト
ン
パ
デ
ィ
号

研究栽培で連携協定
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15
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、
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、
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最
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に
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を
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と
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の
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で
行
な
わ
れ

ま
し
た
。

　
共
進
会
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と
に
表
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、
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は
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と
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や
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体
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の
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は
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７
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６
日
、
新
郷
村
ふ

る
さ
と
活
性
化
公
社（
須

藤
良
美
理
事
長
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長
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定
を
役
場
庁
舎
内

で
締
結
し
ま
し
た
。
協
定

の
期
間
は
平
成
25
年
３
月

ま
で
。
村
全
域
の
農
地
等

の
資
源
の
有
効
活
用
と
地

域
産
業
の
活
性
化
を
図
る

こ
と
が
目
的
で
す
。

　
甘
草
は
、
医
薬
品
原
料

と
し
て
用
い
ら
れ
、
約
70

％
の
漢
方
処
方
に
配
合
さ

れ
て
い
ま
す
。わ
が
国
で
は
現
在
、

年
間
１
０
０
０
ト
ン
以
上
を
輸

入
。
主
に
ウ
ラ
ル
カ
ン
ゾ
ウ
が
輸

入
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
２
０
０
０

年
６
月
に
中
国
政
府
か
ら
草
原
資

源
の
生
態
環
境
の
保
護
と
砂
漠
化

防
止
の
た
め
、
乱
獲
や
自
由
な
販

売
を
禁
止
す
る
通
知
が
出
さ
れ
た

こ
と
で
、
価
格
が
急
騰
。
甘
草

の
国
内
栽
培
の
必
要
性
が
急
速
に

高
ま
っ
て
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
試
験
栽
培
は
甘
草
の
安
定
的
な

供
給
先
を
求
め
て
い
た
同
社
と
、

遊
休
地
の
活
用
を
模
索
し
て
い
た

本
村
の
思
惑
が
一
致
し
実
現
。
甘

草
は
寒
冷
な
気
候
や
乾
燥
気
味
の

土
壌
と
い
っ
た
厳
し
い
環
境
で
薬

効
成
分
が
増
加
す
る
性
質
が
あ

り
、
寒
冷
地
で
あ
る
本
村
で
の
試

験
栽
培
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
苗
か
ら
出
荷
ま
で
の
育
成
期
間

は
お
お
よ
そ
２
年
間
。
活
性
化
公

社
で
は
甘
草
の
一
種
「
ウ
ラ
ル
カ

ン
ゾ
ウ
」
１
５

０
０
本
の
苗
を

同
社
か
ら
提
供

を
受
け
、
雨
池

地
区
の
村
有
地

で
５
月
中
旬
か

ら
栽
培
し
、
６

月
中
旬
か
ら

ハ
ウ
ス
か
ら
路

地
に
移
し
て
お

り
、
現
在
は
順

調
に
育
っ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
調
印
式
終
了

後
の
記
者
会
見

で
須
藤
村
長
は

「
ナ
ガ
イ
モ
や

ニ
ン
ニ
ク
に
次

ぐ
農
作
物
と
な

る
こ
と
を
期
待

し
て
い
る
。
本

格
栽
培
へ
の
移
行
や
加
工
工
場
の

新
設
も
視
野
に
入
れ
、
試
験
栽
培

を
成
功
さ
せ
た
い
」
と
力
を
込
め

ま
し
た
。
調
印
式
に
は
同
社
と
村

の
仲
介
の
労
を
と
っ
た
中
村
彰
祐

㈱
眞
照
堂
社
長
や
東
利
昭
村
議
会

議
長
等
20
名
が
見
守
る
中
、
行
わ

れ
、
終
了
後
は
圃
場
を
視
察
。
新

た
な
商
品
作
物
の
栽
培
方
法
と
量

産
化
へ
の
知
識
を
深
め
ま
し
た
。

８部門で栄冠競う

ベ
ル
フ
ァ
ー
ム
エ
ル
ト
ン
パ
デ
ィ
号

研究栽培で連携協定
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６
月
26
日
、

三
ツ
岳
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

（
日
向
昌
徳
会

長
）
は
昨
年

に
引
き
続
き

「
新
郷
村×

１
／
２
周
ウ

ォ
ー
ク
ラ
リ

ー
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
青

森
市
や
七
戸

町
、
階
上
町

な
ど
村
内
外

か
ら
参
加
者

65
名
が
25
㎞

の
コ
ー
ス
を

力
の
限
り
歩

き
、
マ
イ
ナ

ス
イ
オ
ン
が

い
っ
ぱ
い
の

新
郷
村
の
大

自
然
か
ら
勇

気
を
も
ら
い

ま
し
た
。

　

一
行
は
美

郷
館
前
で
出
発
式
の
後
、
午
前
７

時
20
分
に
役
場
前
を
出
発
。
西
越

方
面
へ
南
下
し
、
平
入
口
を
経
由
。

横
沢
集
落
か
ら
広
域
農
道
を
横
断

し
、
国
道
４
５
４
号
へ
。
小
坂
集

落
か
ら
県
道
十
和
田
・
三
戸
線
を

歩
き
、
川
代
北
向
集
落
を
目
指
し

ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
12
名
、
救
護
車

両
３
台
が
見
守
る
中
、
川
代
集
落

か
ら
、
扇
ノ
沢
集
落
を
経
て
、
正

午
過
ぎ
、
最
初
の
完
歩
者
が
役
場

前
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
村
消
防
団
も
協
力
。
コ

ー
ス
上
の
５
つ
の
屯
所
を
給
水
所

や
昼
食
場
所
と
し
て
開
放
し
、
参

加
者
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト
し
ま

し
た
。

　
「
ひ
た
す
ら
前
進
す
る
参
加
者

の
姿
に
目
頭
が
熱
く
な
っ
た
」
と

ゴ
ー
ル
を
見
届
け
た
八
戸
由
美
子

ク
ラ
ブ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
。「
い
つ
で
も

誰
で
も
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
め
る
環

境
づ
く
り
を
更
に
目
指
す
」
と
活

動
継
続
へ
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

６５名が　村内を　力いっぱい探索
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優
良
繁
殖
和
牛

　
　県
外
よ
り
20
頭
導
入

き
の
こ
の
里

　日
本
一
を

　
　目
指
し
て

生
活
道
路
の

　
　
　
　整
備
促
進

ア
メ
リ
カ
か
ら

　
　や
っ
て
き
ま
す

今年度の主な新規事業②
　
村
で
は
豊
か
な
自
然
と

高
齢
者
の
知
恵
、
労
力
、

技
術
を
活
か
し
、
若
い
世

代
と
共
に
活
動
す
る
「
き

の
こ
の
里
づ
く
り
事
業
」

を
今
年
度
も
展
開
し
、
高

齢
者
が
元
気
な
村
、
健
康

で
明
る
く
ぬ
く
も
り
の
あ

る
村
づ
く
り
の
た
め
、
一

般
会
計
予
算
に
１
０
５
４

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
は
、
村
全
体

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の

た
め
全
世
帯
を
対
象
に
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
き
の
こ
栽
培
用
原
木

を
販
売
し
ま
す
。
販
売
本
数
は

１
５
０
０
０
本
、
１
本
１
０
０
円

で
、
販
売
時
期
は
24
年
３
月
の
予

定
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
栽
培
方

法
は
露
地
栽
培
と
浸
水
ほ
だ
木
生

し
い
た
け
栽
培
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
新
た
な
栽
培
方
法
を
研
究

す
る
た
め
、
き
の
こ
栽
培
用
殺
菌

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

舞
茸
を
は
じ
め
と
す
る
袋
入
り
原

木
殺
菌
栽
培
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
乾
燥
機
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

30
枚
の
ト
レ
ー
で
乾
燥
し
て
い
る

も
の
を
、
新
た
に
60
枚
の
ト
レ
ー

で
乾
燥
す
る
こ
と
が
で
き
る
乾
燥

機
の
導
入
、
乾
燥
し
た
も
の
を
よ

り
安
全
に
保
存
す
る
た
め
の
真
空

包
装
機
の
導
入
等
、
今
年
秋
か
ら

は
１
回
当
た
り
90
枚
の
ト
レ
ー
で

乾
燥
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１

時
間
80
円
の
使
用
料
が
か
か
り
ま

す
が
、
き
の
こ
以
外
の
農
産
物
の

乾
燥
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　　
村
は
肉
用
牛
生
産
地
と
し
て
県

内
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
よ
り
良
い
繁
殖
牛
を

導
入
し
、
優
良
肉
用
牛
の
生
産
地

と
し
て
高
め
て
い
く
た
め
、
20
頭

の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
予

算
総
額
は
６
０
０
万
円
。
補
助
額

は
１
頭
当
た
り
30
万
円
（
上
限
）

で
す
。

　
安
全
で
安
心
な
生
活
を
守
る
た

め
、
今
年
度
も
生
活
道
路
の
整
備

促
進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

◇
村
道 

堂
ノ
上
線
改
良
工
事

・
整
備
延
長 

３
５
０
ｍ
　
全
舗
装

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
5.0
ｍ

・
今
年
度
事
業
費 

２
５
０
０
万
円

  

（
用
地
買
収
・
補
償
一
式
含
）

◇
村
道 

雨
池
線
改
良
工
事

・
詳
細
設
計
　
　
　
２
０
０
０
ｍ

・
整
備
延
長  

３
０
０
ｍ 

全
舗
装

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
5.0
ｍ

・
今
年
度
事
業
費 

３
０
０
０
万
円

　
　
　  

　
（
用
地
測
量
一
式
含
）

◇
鹿
田
地
区
農
道
舗
装
整
備
工
事

・
整
備
延
長
　
　
　
　
３
２
０
ｍ

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
2.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
５
０
０
万
円

◇
村
道 

越
戸
・
石
ケ
守
線
補
修
工

事
（
中
崎
）

・
整
備
延
長
　
92
ｍ
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
3.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
５
５
０
万
円

◇
間
明
田
地
区
集
落
道
補
修
工
事

・
整
備
延
長
　
45
ｍ
　
舗
装
打
換

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
2.0
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
１
５
０
万
円

◇
篠
根
山
線
舗
装
維
持
工
事

・
整
備
延
長
　
　
　
　
３
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
打
換

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
4.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
４
６
０
万
円

◇
大
石
上
線
補
修
工
事
（
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
前
）

・
整
備
延
長
　
　
　
　
２
６
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
3.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
４
９
０
万
円

◇
村
道 

古
間
木
線

・
整
備
延
長
　
　
　
　
２
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
2.0
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
１
５
０
万
円

◇
村
道 

温
泉
線
（
保
安
林
解
除
委

託
）

・
整
備
延
長
　
　
　
　 

６
４
０
ｍ

・
幅
員
　
　
　
　
　
　 

　
　
5.0
ｍ

・
予
算
額
　
　
　
　 

２
０
０
万
円

◇
村
道
橋
梁
点
検

・
実
施
箇
所

　
　
中
里
橋
、
田
中
橋
等
31
ヶ
所

・
予
算
額
　
　
　
１
２
０
０
万
円

　
村
で
は
村
内
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
の
外
国
語
向
上
を
目
指
し
、

外
国
語
教
育
に
携
わ
る
先
生
を
模

索
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
８

月
以
降
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
す

る
こ
と
が
内
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
村
内
学
校
の
英
語
の
先
生
を
助

け
な
が
ら
学
校
教
育
を
進
め
、
国

際
理
解
と
交
流
活
動
を
高
め
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
29
日
、
五
戸
町

で
開
催
さ
れ
た
五
戸
地

区
暴
力
追
放
推
進
協
議

会
定
時
総
会
の
席
上
、

地
区
の
防
犯
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
た
功
績

を
称
え
た
防
犯
功
労
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
席
し
た
永
野

信
一
戸
来
地
区
防
犯
協

会
会
長
は
、「
日
頃
の

地
道
な
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
こ
と
」
と
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
（
本

村
関
係
分
）

◇
団
体
功
労
　
▽
株
式
会
社
村
下

建
設
工
業
　
▽
西
越
小
学
校
・
野

沢
中
学
校
父
母
と
教
師
の
会

◇
個
人
功
労
　
▽
佐
藤
春
男
（
堂

ケ
前
）
▽
髙
村
郁
子
（
西
越
）
▽

田
沢
秀
勝
（
羽
井
内
）
▽
高
見
典

子
（
下
後
渡
）

　
村
は
７
月
３
日
、
平
子
沢
水
と

緑
の
森
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
謝
恩
碑
前

で
、「
第
19
回
青
森
ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
」
を
戸
来
小
学
校
緑
の
少
年
団

の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
英
国
人
宣
教
師
で
登
山
家
で
も

あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
が
、
明
治
35

年
の
大
凶
作
に
よ
る
飢
饉
の
際
、

本
村
（
当
時
戸
来
村
）
に
義
援
の

手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
こ
め
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
式
典
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
と
山

岳
遭
難
者
へ
黙
と
う
の
後
、
須
藤

村
長
が
「
今
日
の
繁
栄
は
先
人
の

労
苦
と
周
囲
の
励
ま
し
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
約
80
人
の

参
加
者
が
一
人
ひ
と
り
碑
に
献

花
、
斉
唱
し
追
悼
し
ま
し
た
。

　
北
東
北
の
初
夏
の
風
物
詩
と
な

り
つ
つ
あ
る
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ  

ｉ
ｎ  

新
郷
」
が
６
月
19
日
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
十
和
利
山

山
頂
か
ら
雄
大
な
十
和
田
湖
を
眺

め
よ
う
」。
首
都
圏
を
中
心
に
47

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
八
戸
駅
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
で
迷
ケ
平
自
然
公
園
に
移
動
。

ス
ト
レ
ッ
チ
で
入
念
に
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
10
時
30
分
頃
、
登
山
口

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
急
な
斜

面
に
息
を
切
ら
し
な
が
ら
も
12
時

20
分
頃
、
山
頂
到
着
。
十
和
田
湖

を
見
下
ろ
し
な
が
ら
特
製
ラ
ン
チ

「
新
ち
ゃ
ん
、
郷
ち
ゃ
ん
お
に
ぎ

り
弁
当
」
で
お
腹
を
満
た
し
ま
し

た
。

　
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
森
林
浴
を
満
喫
し
下
山

し
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
鷲

の
湯
新
郷
温
泉
館
で
流
し
、
村
の

特
産
品
を
お
土
産
に
買
い
込
み
、

帰
路
の
バ
ス
に
乗
車
。
17
時
40
分

頃
、
八
戸
駅
に
無
事
に
全
員
が
到

着
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
新
郷
村
で
は
引

き
続
き
こ
の
企
画
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

今年度の主な新規事業②

２団体、４名が功労章を受賞

愛
と
奉
仕
の
心
を

　
　
　
　た
た
え
て

山頂で特製ランチに舌鼓

｜
第
19
回
青
森
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
｜
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優
良
繁
殖
和
牛

　
　県
外
よ
り
20
頭
導
入

き
の
こ
の
里

　日
本
一
を

　
　目
指
し
て

生
活
道
路
の

　
　
　
　整
備
促
進

ア
メ
リ
カ
か
ら

　
　や
っ
て
き
ま
す

今年度の主な新規事業②
　
村
で
は
豊
か
な
自
然
と

高
齢
者
の
知
恵
、
労
力
、

技
術
を
活
か
し
、
若
い
世

代
と
共
に
活
動
す
る
「
き

の
こ
の
里
づ
く
り
事
業
」

を
今
年
度
も
展
開
し
、
高

齢
者
が
元
気
な
村
、
健
康

で
明
る
く
ぬ
く
も
り
の
あ

る
村
づ
く
り
の
た
め
、
一

般
会
計
予
算
に
１
０
５
４

万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
事
業
内
容
は
、
村
全
体

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
の

た
め
全
世
帯
を
対
象
に
昨
年
度
に

引
き
続
き
、
き
の
こ
栽
培
用
原
木

を
販
売
し
ま
す
。
販
売
本
数
は

１
５
０
０
０
本
、
１
本
１
０
０
円

で
、
販
売
時
期
は
24
年
３
月
の
予

定
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
栽
培
方

法
は
露
地
栽
培
と
浸
水
ほ
だ
木
生

し
い
た
け
栽
培
を
行
っ
て
お
り
ま

す
が
、
新
た
な
栽
培
方
法
を
研
究

す
る
た
め
、
き
の
こ
栽
培
用
殺
菌

蒸
気
ボ
イ
ラ
ー
を
導
入
し
ま
す
。

舞
茸
を
は
じ
め
と
す
る
袋
入
り
原

木
殺
菌
栽
培
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
乾
燥
機
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

30
枚
の
ト
レ
ー
で
乾
燥
し
て
い
る

も
の
を
、
新
た
に
60
枚
の
ト
レ
ー

で
乾
燥
す
る
こ
と
が
で
き
る
乾
燥

機
の
導
入
、
乾
燥
し
た
も
の
を
よ

り
安
全
に
保
存
す
る
た
め
の
真
空

包
装
機
の
導
入
等
、
今
年
秋
か
ら

は
１
回
当
た
り
90
枚
の
ト
レ
ー
で

乾
燥
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
１

時
間
80
円
の
使
用
料
が
か
か
り
ま

す
が
、
き
の
こ
以
外
の
農
産
物
の

乾
燥
も
で
き
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　　
村
は
肉
用
牛
生
産
地
と
し
て
県

内
で
も
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
も
よ
り
良
い
繁
殖
牛
を

導
入
し
、
優
良
肉
用
牛
の
生
産
地

と
し
て
高
め
て
い
く
た
め
、
20
頭

の
導
入
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
予

算
総
額
は
６
０
０
万
円
。
補
助
額

は
１
頭
当
た
り
30
万
円
（
上
限
）

で
す
。

　
安
全
で
安
心
な
生
活
を
守
る
た

め
、
今
年
度
も
生
活
道
路
の
整
備

促
進
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
な
る
利

便
性
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

◇
村
道 

堂
ノ
上
線
改
良
工
事

・
整
備
延
長 

３
５
０
ｍ
　
全
舗
装

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
5.0
ｍ

・
今
年
度
事
業
費 

２
５
０
０
万
円

  

（
用
地
買
収
・
補
償
一
式
含
）

◇
村
道 

雨
池
線
改
良
工
事

・
詳
細
設
計
　
　
　
２
０
０
０
ｍ

・
整
備
延
長  

３
０
０
ｍ 

全
舗
装

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
5.0
ｍ

・
今
年
度
事
業
費 

３
０
０
０
万
円

　
　
　  

　
（
用
地
測
量
一
式
含
）

◇
鹿
田
地
区
農
道
舗
装
整
備
工
事

・
整
備
延
長
　
　
　
　
３
２
０
ｍ

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
2.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
５
０
０
万
円

◇
村
道 

越
戸
・
石
ケ
守
線
補
修
工

事
（
中
崎
）

・
整
備
延
長
　
92
ｍ
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
3.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
５
５
０
万
円

◇
間
明
田
地
区
集
落
道
補
修
工
事

・
整
備
延
長
　
45
ｍ
　
舗
装
打
換

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
2.0
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
１
５
０
万
円

◇
篠
根
山
線
舗
装
維
持
工
事

・
整
備
延
長
　
　
　
　
３
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
打
換

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
4.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
４
６
０
万
円

◇
大
石
上
線
補
修
工
事
（
ピ
ラ
ミ

ッ
ド
前
）

・
整
備
延
長
　
　
　
　
２
６
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
3.5
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
４
９
０
万
円

◇
村
道 

古
間
木
線

・
整
備
延
長
　
　
　
　
２
０
０
ｍ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
舗
装
新
設

・
幅
員
　
　
　
　
　
　
　
　
2.0
ｍ

・
総
工
事
費
　
　
　
１
５
０
万
円

◇
村
道 

温
泉
線
（
保
安
林
解
除
委

託
）

・
整
備
延
長
　
　
　
　 

６
４
０
ｍ

・
幅
員
　
　
　
　
　
　 

　
　
5.0
ｍ

・
予
算
額
　
　
　
　 

２
０
０
万
円

◇
村
道
橋
梁
点
検

・
実
施
箇
所

　
　
中
里
橋
、
田
中
橋
等
31
ヶ
所

・
予
算
額
　
　
　
１
２
０
０
万
円

　
村
で
は
村
内
小
・
中
学
校
児
童

生
徒
の
外
国
語
向
上
を
目
指
し
、

外
国
語
教
育
に
携
わ
る
先
生
を
模

索
し
て
お
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
８

月
以
降
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
す

る
こ
と
が
内
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
村
内
学
校
の
英
語
の
先
生
を
助

け
な
が
ら
学
校
教
育
を
進
め
、
国

際
理
解
と
交
流
活
動
を
高
め
る
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
お
り
ま
す
。

　
６
月
29
日
、
五
戸
町

で
開
催
さ
れ
た
五
戸
地

区
暴
力
追
放
推
進
協
議

会
定
時
総
会
の
席
上
、

地
区
の
防
犯
活
動
を
積

極
的
に
推
進
し
た
功
績

を
称
え
た
防
犯
功
労
賞

の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
出
席
し
た
永
野

信
一
戸
来
地
区
防
犯
協

会
会
長
は
、「
日
頃
の

地
道
な
活
動
が
高
く
評

価
さ
れ
た
こ
と
は
喜
ば

し
い
こ
と
」
と
目
を
細

め
て
い
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
（
本

村
関
係
分
）

◇
団
体
功
労
　
▽
株
式
会
社
村
下

建
設
工
業
　
▽
西
越
小
学
校
・
野

沢
中
学
校
父
母
と
教
師
の
会

◇
個
人
功
労
　
▽
佐
藤
春
男
（
堂

ケ
前
）
▽
髙
村
郁
子
（
西
越
）
▽

田
沢
秀
勝
（
羽
井
内
）
▽
高
見
典

子
（
下
後
渡
）

　
村
は
７
月
３
日
、
平
子
沢
水
と

緑
の
森
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
謝
恩
碑
前

で
、「
第
19
回
青
森
ウ
ェ
ス
ト
ン

祭
」
を
戸
来
小
学
校
緑
の
少
年
団

の
協
力
を
得
て
開
催
し
ま
し
た
。

　
英
国
人
宣
教
師
で
登
山
家
で
も

あ
る
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
が
、
明
治
35

年
の
大
凶
作
に
よ
る
飢
饉
の
際
、

本
村
（
当
時
戸
来
村
）
に
義
援
の

手
を
差
し
伸
べ
た
こ
と
に
感
謝
の

意
を
こ
め
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
式
典
で
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
卿
と
山

岳
遭
難
者
へ
黙
と
う
の
後
、
須
藤

村
長
が
「
今
日
の
繁
栄
は
先
人
の

労
苦
と
周
囲
の
励
ま
し
に
よ
っ
て

築
か
れ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

な
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
約
80
人
の

参
加
者
が
一
人
ひ
と
り
碑
に
献

花
、
斉
唱
し
追
悼
し
ま
し
た
。

　
北
東
北
の
初
夏
の
風
物
詩
と
な

り
つ
つ
あ
る
「
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン

グ  

ｉ
ｎ  

新
郷
」
が
６
月
19
日
、

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
十
和
利
山

山
頂
か
ら
雄
大
な
十
和
田
湖
を
眺

め
よ
う
」。
首
都
圏
を
中
心
に
47

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
八
戸
駅
か
ら
チ
ャ
ー
タ
ー

バ
ス
で
迷
ケ
平
自
然
公
園
に
移
動
。

ス
ト
レ
ッ
チ
で
入
念
に
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
10
時
30
分
頃
、
登
山
口

を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
急
な
斜

面
に
息
を
切
ら
し
な
が
ら
も
12
時

20
分
頃
、
山
頂
到
着
。
十
和
田
湖

を
見
下
ろ
し
な
が
ら
特
製
ラ
ン
チ

「
新
ち
ゃ
ん
、
郷
ち
ゃ
ん
お
に
ぎ

り
弁
当
」
で
お
腹
を
満
た
し
ま
し

た
。

　
ガ
イ
ド
さ
ん
の
案
内
に
耳
を
傾

け
な
が
ら
森
林
浴
を
満
喫
し
下
山

し
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
汗
を
鷲

の
湯
新
郷
温
泉
館
で
流
し
、
村
の

特
産
品
を
お
土
産
に
買
い
込
み
、

帰
路
の
バ
ス
に
乗
車
。
17
時
40
分

頃
、
八
戸
駅
に
無
事
に
全
員
が
到

着
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
新
郷
村
で
は
引

き
続
き
こ
の
企
画
を
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

今年度の主な新規事業②

２団体、４名が功労章を受賞

愛
と
奉
仕
の
心
を

　
　
　
　た
た
え
て

山頂で特製ランチに舌鼓

｜
第
19
回
青
森
ウ
ェ
ス
ト
ン
祭
｜
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　７
月
５
日
、
村
教
育

振
興
協
議
会
は
新
郷
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て

芸
術
鑑
賞
会
「
岩
﨑
香

子
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
舞

台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
豊

か
な
人
間
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

村
内
の
小
中
学
生
と
教

職
員
等
、
お
よ
そ
２
５

０
名
が
音
楽
に
よ
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　コ
ン
サ
ー
ト
は
チ
ェ

ロ
の
独
奏
で
ス
タ
ー

ト
。
ピ
ア
ノ
独
奏
に
続

い
て
、
ピ
ア
ノ
連
弾
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
小
さ
な
世
界
（
シ
ャ
ー

マ
ン
）」
を
児
童
生
徒
と
一
緒
に

合
唱
し
た
り
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
「
シ
ン
コ
ペ
ー
デ
ッ
ド
・
ク
ロ

ッ
ク（
ル
ロ
イ
・
ア
ン
ダ
リ
ン
）」

を
合
奏
す
る
な
ど
、
音
楽
の
楽
し

さ
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
た
よ
う

で
す
。

　終
了
後
、
西
越
小
学
校
の
児
童

代
表
か
ら
花
束
を
手
向
け
ら
れ
る

と
、
場
内
か
ら
は
暖
か
い
拍
手
が

湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　７
月
１
日
、
須
藤
村
長
は
戸
来

小
学
校
の
ふ
れ
あ
い
給
食
に
招
か

れ
、
児
童
等
と
語
ら
い
な
が
ら
昼

の
ひ
と
と
き
を
共
に
し
ま
し
た
。

　ふ
れ
あ
い
給
食
は
参
観
日
に
あ

わ
せ
、
保
護
者
や
祖
父
母
、
地
域

の
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
交
流

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
年
３

回
、
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
「
ご
は
ん
、
飲
む
ヨ

ー
グ
ル
ト
、
照
焼
き
チ
キ
ン
、
わ

ふ
う
サ
ラ
ダ
、
か
き
た
ま
汁
、
白

桃
の
ジ
ュ
レ
」
に
約
１
１
０
名
が

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
お
い
し

か
っ
た
」
と
メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
を

行
っ
た
佐
藤
謙
汰
郎
君
（
５
年
）。

旺
盛
な
食
欲
を
見
せ
る
子
ど
も
達

に
須
藤
村
長
は「
村
の
お
い
し
い
食

材
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
暑
さ
に

負
け
ず
に
元
気
に
過
ご
し
て
ほ
し

い
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。

　こ
の
た
び
、
平
成
23
年
春
の
叙

勲
に
お
い
て
工
藤
春
美
さ
ん
（
鹿

田
）
が
旭
日
双
光
章
を
受
章
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
永
年
の
地
方
自
治

へ
の
功
績
が
称
え
ら
れ
た
も
の
で

す
。　７

月
６
日
、
須
藤
良
美
村
長
の

も
と
を
訪
れ
た
工
藤
さ
ん
は
「
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
関
係

者
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と

周
囲
へ
の
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　工
藤
さ
ん
は
昭
和
43
年
７
月
、

村
議
会
議
員
に
初
当
選
。
23
年
間
、

議
員
や
副
議
長
と
し
て
地
方
自
治

の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
く
元
気
に
い
た
だ
き
ま
す
♪

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〜
春
の
叙
勲
〜

豊かな音色にうっとり

25名が野外研修　
　女性の学びの場「せせらぎ学級」。６月９日、“芸術文化に親しむ”をテーマに、県立美術館と
「ねぶたの家ワ・ラッセ」を訪れ、青森ならではの芸術文化を堪能しました。

僕の夏が始まる僕の夏が始まる

７月６日、戸来小学校５･６年生が村営プールを
訪れました。今シーズン一番乗りです。
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　７
月
５
日
、
村
教
育

振
興
協
議
会
は
新
郷
中

学
校
体
育
館
に
お
い
て

芸
術
鑑
賞
会
「
岩
﨑
香

子
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
ま
し
た
。

　こ
れ
は
す
ぐ
れ
た
舞

台
芸
術
を
鑑
賞
し
、
豊

か
な
人
間
形
成
に
寄
与

す
る
こ
と
が
ね
ら
い
。

村
内
の
小
中
学
生
と
教

職
員
等
、
お
よ
そ
２
５

０
名
が
音
楽
に
よ
る
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　コ
ン
サ
ー
ト
は
チ
ェ

ロ
の
独
奏
で
ス
タ
ー

ト
。
ピ
ア
ノ
独
奏
に
続

い
て
、
ピ
ア
ノ
連
弾
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
小
さ
な
世
界
（
シ
ャ
ー

マ
ン
）」
を
児
童
生
徒
と
一
緒
に

合
唱
し
た
り
、
子
ど
も
達
と
一
緒

に
「
シ
ン
コ
ペ
ー
デ
ッ
ド
・
ク
ロ

ッ
ク（
ル
ロ
イ
・
ア
ン
ダ
リ
ン
）」

を
合
奏
す
る
な
ど
、
音
楽
の
楽
し

さ
を
体
い
っ
ぱ
い
に
感
じ
た
よ
う

で
す
。

　終
了
後
、
西
越
小
学
校
の
児
童

代
表
か
ら
花
束
を
手
向
け
ら
れ
る

と
、
場
内
か
ら
は
暖
か
い
拍
手
が

湧
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　７
月
１
日
、
須
藤
村
長
は
戸
来

小
学
校
の
ふ
れ
あ
い
給
食
に
招
か

れ
、
児
童
等
と
語
ら
い
な
が
ら
昼

の
ひ
と
と
き
を
共
に
し
ま
し
た
。

　ふ
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あ
い
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食
は
参
観
日
に
あ

わ
せ
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保
護
者
や
祖
父
母
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地
域

の
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
と
交
流

を
深
め
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こ
と
を
目
的
に
年
３

回
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行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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日
は
「
ご
は
ん
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飲
む
ヨ

ー
グ
ル
ト
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照
焼
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チ
キ
ン
、
わ

ふ
う
サ
ラ
ダ
、
か
き
た
ま
汁
、
白

桃
の
ジ
ュ
レ
」
に
約
１
１
０
名
が

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　「
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト
が
お
い
し

か
っ
た
」
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メ
ニ
ュ
ー
の
説
明
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行
っ
た
佐
藤
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汰
郎
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（
５
年
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も
達
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須
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暑
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に
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し
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。
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の
叙
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双
光
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地
方
自
治

へ
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功
績
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称
え
ら
れ
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も
の
で

す
。　７

月
６
日
、
須
藤
良
美
村
長
の

も
と
を
訪
れ
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工
藤
さ
ん
は
「
地

域
住
民
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
関
係

者
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
」と

周
囲
へ
の
謝
意
を
表
し
ま
し
た
。

　工
藤
さ
ん
は
昭
和
43
年
７
月
、

村
議
会
議
員
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初
当
選
。
23
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、

議
員
や
副
議
長
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し
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地
方
自
治

の
向
上
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尽
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さ
れ
ま
し
た
。
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だ
き
ま
す
♪
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で
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叙
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善
意
の
寄
贈

善
意
の
寄
贈

　村
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会

（
佐
藤
哲
会
長
）
は
、
循
環
型
社

会
の
実
現
を
図
る
一
環
と
し
て
６

月
19
日
、
再
利
用
資
源
回
収
活
動

を
行
い
ま
し
た
。

　６
時
30
分
か
ら
各
集
落
で
回
収

を
し
た
古
新
聞
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
が

美
郷
館
前
に
運
ば
れ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
約
40
名
が
元
気
よ
く

活
動
。
子
ど
も
会
員
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
分
別
し
た
リ
サ
イ
ク
ル

資
源
を
２
時
間
余
り
で
回
収
業
者

に
引
き
渡
し
ま
し
た
。

　収
益
金
は
会
の
活
動
費
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

　デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の
リ
モ
コ
ン

に
「
Ｂ
Ｓ
」
ボ
タ
ン
が
あ
れ
ば
、

衛
星
放
送
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

　村
内
で
衛
星
放
送
を
ご
覧
に
な

る
に
は
Ｂ
Ｓ
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ

の
設
置
が
必
要
で
す
。

　設
置
工
事

は
、
最
寄
り

の
電
器
店
へ

ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問

　企
画
グ
ル
ー
プ

　
　℡
78
│

２
１
１
１

　東
京
電
力
・
東
北
電
力
管
内
で

は
、
電
力
需
要
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

る
夏
場
に
電
力
供
給
が
不
足
す
る

事
態
が
想
定
さ
れ
て
お
り
、
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
を
含
む
公
共
施

設
に
つ
い
て
は
、
特
に
率
先
し
て

　６
月
４
日
、
し
ん
ご
う
保
育
園

（
中
村
秀
俊
園
長
）
で
は
親
子
ふ

れ
あ
い
の
日
に
あ
わ
せ
「
ミ
ニ
新

幹
線
乗
車
会
」
を
園
庭
で
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
新
幹
線
全
線
開
業

を
身
近
に
感
じ
な
が
ら
、
ミ
ニ
新

幹
線
に
乗
車
し
、
楽
し
く
交
通
ル

ー
ル
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
。
今
回

は
青
森
県
民
生
活
協
同
組
合
の
協

力
を
得
て
初
め
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　親
子
で
園
庭
に
集
合
し
、
本
物

そ
っ
く
り
の
踏
切
や
ト
ン
ネ
ル
や

横
断
歩
道
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
ミ
ニ

チ
ュ
ア
の
新
幹
線
に
子
供
達
は
大

喜
び
。
バ
ッ
テ
リ
ー
で
走
行
す
る

Ｅ
２
系
新
幹
線（
縮
尺
約
１
／
11
）

に
牽
引
さ
れ
る
貨
物
車
３
両
に
保

護
者
や
保
育
士
と
一
緒
に
乗
車
し
、

笑
顔
で
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　７
月
12
日
、
新
郷
村
役
場
職
員

会
（
崩
敬
子
会
長
）
は
村
長
室
に

お
い
て
、
職
員
か
ら
集
ま
っ
た
東

日
本
大
震
災
に
お
け
る
義
援
金
８

万
８
６
１
１
円
を
日
本
赤
十
字
社

新
郷
村
分
区
長
の
須
藤
良
美
村
長

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　受
け
取
っ
た
須
藤
村
長
は
「
快

く
募
金
し
て
く
れ
た
職
員
へ
感
謝

す
る
と
と
も
に
今
回
の
災
害
の
大

き
さ
を
改
め
て
認
識
し
た
。
復
興

に
は
息
の
長
い
支
援
が
必
要
。
分

区
と
し
て
も
復
興
活
動
を
注
視
し

な
が
ら
、
支
援
の
一
助
を
担
っ
て

い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
ま
し
た
。

節
電
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　私
た
ち
の
生
活
か
ら
出
る
可
燃

ご
み
は
、
十
和
田
地
域
広
域
事
務

組
合
（
十
和
田
ご
み
焼
却
施
設
）

で
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
施
設

は
電
力
で
稼
働
し
て
お
り
、
今
後
、

施
設
の
節
電
等
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
可
燃
ご
み
の
処
理
が
で
き
な

く
な
り
、
ご
み
の
収
集
に
制
限
が

で
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か
り

行
う
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
努
め

る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
可
燃

ご
み
を
増
や
さ
な
い
よ
う
さ
ら
な

る
分
別
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問

　厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　℡
61
│

７
５
５
５

　八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
で
は
次

の
通
り
「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　８
月
20
日
（
土
）

◇
会
場

　八
戸
市
公
会
堂

◇
内
容

　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
リ
サ
イ
ク
ル

ルールを守って交通安全

　午
前
10
時
〜
10
時
30
分

　定
員
１
０
０
名

　
　
　
　（
要
申
込
・
先
着
順
）

　基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　午
後
１
時
〜
４
時

　定
員
２
５
０
名

　
　
　
　（
要
申
込
・
先
着
順
）

　こ
の
他
に
も
「
相
談
・
展
示
コ

ー
ナ
ー
」
等
、
認
知
症
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
・
申

新
郷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
61
│

７
５
６
０

青
森
県
安
全
安
心
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

◇
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
？ 

　改
修
工
事
を
行
う
既
存
住
宅
の

所
有
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
、
安
全
で
安
心
な
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
の
促
進
を
図
る
事
業
で
す
。

◇
補
助
対
象
と
な
る
方
は
？

　県
内
に
住
宅
を
所
有
し
、
お
住

ま
い
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
対
象
と
な
る
工
事
は
？

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、

　
　
　
　
　行
い
ま
す

衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）
を

　ご
覧
に
な
る
た
め
に

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

明
日
の
自
分
の
た
め
に

問

問

問

申
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の
寄
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意
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施
設
）

で
処
理
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
施
設

は
電
力
で
稼
働
し
て
お
り
、
今
後
、

施
設
の
節
電
等
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
可
燃
ご
み
の
処
理
が
で
き
な

く
な
り
、
ご
み
の
収
集
に
制
限
が

で
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に

は
生
ご
み
の
水
切
り
を
し
っ
か
り

行
う
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
努
め

る
と
と
も
に
、
で
き
る
だ
け
可
燃

ご
み
を
増
や
さ
な
い
よ
う
さ
ら
な

る
分
別
を
徹
底
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
理
解
と
御
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

問

　厚
生
グ
ル
ー
プ

　
　℡
61
│

７
５
５
５

　八
戸
圏
域
定
住
自
立
圏
で
は
次

の
通
り
「
認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。

◇
日
時

　８
月
20
日
（
土
）

◇
会
場

　八
戸
市
公
会
堂

◇
内
容

　認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
リ
サ
イ
ク
ル

ルールを守って交通安全

　午
前
10
時
〜
10
時
30
分

　定
員
１
０
０
名

　
　
　
　（
要
申
込
・
先
着
順
）

　基
調
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　午
後
１
時
〜
４
時

　定
員
２
５
０
名

　
　
　
　（
要
申
込
・
先
着
順
）

　こ
の
他
に
も
「
相
談
・
展
示
コ

ー
ナ
ー
」
等
、
認
知
症
の
い
ろ
い

ろ
な
情
報
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。

参
加
料
は
無
料
で
す
。
近
所
お
誘

い
合
わ
せ
の
う
え
、
多
数
ご
参
加

く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
・
申

新
郷
村
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

℡
61
│

７
５
６
０

青
森
県
安
全
安
心
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事
業

◇
ど
の
よ
う
な
事
業
な
の
？ 

　改
修
工
事
を
行
う
既
存
住
宅
の

所
有
者
に
対
し
、
補
助
金
を
交
付

し
、
安
全
で
安
心
な
住
宅
リ
フ
ォ

ー
ム
の
促
進
を
図
る
事
業
で
す
。

◇
補
助
対
象
と
な
る
方
は
？

　県
内
に
住
宅
を
所
有
し
、
お
住

ま
い
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

◇
補
助
対
象
と
な
る
工
事
は
？

お
知
ら
せ

　│
問
い
合
わ
せ

　
　│
申
し
込
み

　│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
、

　
　
　
　
　行
い
ま
す

衛
星
放
送
（
Ｂ
Ｓ
）
を

　ご
覧
に
な
る
た
め
に

さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

明
日
の
自
分
の
た
め
に

問

問

問

申
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文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

「
お
ひ
さ
ま
」に
涙
あ
ふ
れ
る

夏
の
朝

鹿

　島

　と

　わ

夏
の
陽
を
あ
び
て
輝
く

樫
の
葉
よ

福

　山

　康

　子

草
花
の
い
っ
き
に
伸
び
て
衣
更

髙

　根

　リ

　サ

お
さ
が
り
の
裾
を
切
り
詰
め

更
衣

村

　上

　て

　る

仲
よ
し
の
二
人
並
ん
で
衣
更

戸

　来

　れ
い
子

月
初
め
勇
気
を
出
し
て
衣
替
え

長

　峯

　ユ

　リ

ふ
し
ぶ
し
が
悲
鳴
あ
げ
て
る

更
衣

鹿

　島

　恵
美
子

野
の
風
に
我
身
ゆ
だ
ね
る

あ
や
め
か
な

小

　坂

　良

　子

向
日
葵
や
道
路
に
添
ふ
て

植
え
替
え
る

工

　藤

　陽

　一

蕗
刈
り
の
雫
は
靴
に
滴
り
ぬ

金

　沢

　
　
　凡

◇
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
食
中
毒

は
、
６
月
頃
か
ら
発
生
し
、
７

〜
８
月
に
か
け
て
猛
威
を
ふ
る

い
ま
す
。
こ
の
菌
は
、
海
水
中

に
生
息
し
魚
介
類
に
付
着
し
て

お
り
、
他
の
菌
の
倍
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
増
殖
す
る
、
低
温
や

水
道
水
に
弱
い
、
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

◇
予
防
対
策
と
し
て
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
魚
介
類
を
購
入
す
る
際
は
、
表

示
を
確
認
し
、
な
る
べ
く
冷
や

し
た
状
態
で
持
ち
帰
る
。

・
魚
介
類
を
持
ち
帰
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。

・
魚
介
類
は
水
道
水
で
十
分
洗
浄

し
、
専
用
の
包
丁
、
ま
な
板
な

ど
を
使
用
す
る
。

・
調
理
後
の
食
品
は
す
ぐ
食
べ
る
。

問

　八
戸
保
健
所

　
　℡
27
│

５
１
１
１

◇
採
用
予
定
人
員

・
初
級
（
短
大
卒
・
高
校
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　９
名
程
度

・
中
級
（
大
学
卒
）

　４
名
程
度

◇
受
験
申
込
期
間

　８
月
10
日
（
水
）
〜

　８
月
24
日
（
水
）
ま
で

◇
試
験
日

　９
月
18
日
（
日
）

問

　八
戸
消
防
本
部
管
理
課

　
　

　
　℡
44
│

２
１
３
２

◇
花
火
は
夏
の
身
近
な
風
物
詩
で

す
。
し
か
し
、
遊
び
方
を
間
違

え
る
と
火
災
や
怪
我
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
花
火

遊
び
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

・
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
ず
、
大

人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
方
法
や
注
意
書
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
等
を
必
ず
用
意
し
、

後
始
末
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
迷
惑
に
な
ら
な
い
時
間
と
場
所

を
選
び
、
夜
遅
く
ま
で
遊
ば
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
と
き
は
遊
ば
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
人
や
家
に
向
け
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

・
迎
え
火
、
送
り
火
の
後
始
末
を

必
ず
行
い
、
良
い
お
盆
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
仏
壇
の
燈
明
は
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

せ
ず
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　℡
78
│

２
１
１
９

◇
応
募
資
格

・
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
24
年

３
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）

◇
科
目
・
定
員

　・
機
械
シ
ス
テ
ム

　
　
　25
名

　・
設
備
シ
ス
テ
ム

　
　
　20
名

　・
自
動
車
シ
ス
テ
ム

　
　30
名

　・
制
御
シ
ス
テ
ム

　
　
　25
名

◇
願
書
受
付

　10
月
７
日
〜
11
月
10
日

◇
試
験
日

　11
月
17
日

◇
年
間
経
費

　11
万
８
０
０
０
円

問

　八
戸
工
科
学
院
学
生
係

　
　℡
28
│

６
８
１
１

日
時

　９
月
28
日

　午
後
１
時
30
分
〜

会
場

　青
森
県
森
林
組
合
会
館

講
師

　農
学
博
士

　平
野
秀
樹
氏

演
題

　

「
外
資
に
奪
わ
れ
る
森
│

こ
の
国

　の
森
を
引
き
継
い
で
行
く
に
は
」

◇
参
加
方
法
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　㈳
青
森
県
林
業
会
議

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

５
４
８
２

　県
で
は
弁
護
士
・
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。「
借
金
の
返
済
が
苦
し

い
」「
登
記
や
遺
産
相
続
の
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
悩
み
が
、
法
律
的
に
解

決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
料
金

　１
回
目
の
法
律
相
談
は
無
料

◇
対
象

　青
森
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

◇
申
込
専
用
電
話
番
号

　℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
３
１
０

◇
申
込
受
付

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問

　青
森
県
障
害
福
祉
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
３
０
７

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
改

修
工
事
で
す
。

①
耐
震
性
能
の
向
上

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
の
向
上

④
克
雪
性
能
の
向
上

◇
補
助
金
の
額
は
？

　改
修
工
事
費
と
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
担
保
責
任
保
険
料
等
の

10
％
で
、
耐
震
性
能
の
向
上
を

伴
う
改
修
工
事
は
30
万
円
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
性
能
・
克
雪
性
能
の
向
上

を
伴
う
改
修
工
事
は
15
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

　青
森
県
建
築
住
宅
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
７
０
１

　八
戸
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
八
戸
圏
域
８
市
町
村
の
中

小
企
業
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め
、
事

業
所
単
独
で
は
実
施
す
る
こ
と
が
難

し
い
福
利
厚
生
事
業
を
総
合
的
に
実

施
す
る
互
助
組
織
で
す
。
中
小
企
業

で
頑
張
る
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
「
潤
い
」
と
「
や
す
ら
ぎ
」
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

◇
入
会
で
き
る
人

事
業
所
単
位
ま
た
は
３
人
以
上

の
親
睦
会
と
し
て

◇
入
会
金

　１
人

　１
０
０
０
円

◇
会
費
（
月
額
）

　１
人

　１
０
０
０
円

　お
得
な
会
員
特
典
が
様
々
あ
り

ま
す
。

問
・
申

八
戸
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

℡
71
│

２
１
４
５青

森
県
警
察
官
募
集

◇
職
種

　警
察
官
Ｂ

◇
受
験
資
格

　昭
和
54
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
（
た
だ
し
、
大
学
を

卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
者
を
除
く
。）

◇
受
付
期
間

　８
月
８
日
（
月
）
〜

　９
月
２
日
（
金
）
ま
で

◇
第
１
次
試
験
日

　９
月
25
日
（
日
）
　八
戸
市

問

　五
戸
警
察
署

　

　
　℡
62
│

３
２
４
１

　
　新
郷
駐
在
所

　
　℡
78
│

２
１
１
０

◇
修
業
年
限

　２
か
年

◇
募
集
人
員

畑
作
園
芸
・
果
樹
・
畜
産
あ
わ

せ
て
定
員
70
名

◇
受
験
資
格

高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
者
、
ま
た
は
同
程
度
の
者
。

◇
受
付
期
間

・
推
薦
選
考

　平
成
23
年
10
月
３
日
〜
13
日

・
一
般
募
集

　平
成
23
年
12
月
８
日
〜
15
日

◇
試
験
日

・
推
薦
選
考

　平
成
23
年
11
月
９
日

・
一
般
募
集

　平
成
24
年
１
月
18
日

問

　青
森
県
営
農
大
学
校

　℡
０
１
７
６
│

62
│

３
１
１
１

　放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。　働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問

　八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　℡
０
１
７
８
│

70
│

１
６
６
３

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

に
関
す
る
『
運
営
懇
談
会
』
委
員

の
公
募
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
職
務

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

に
関
す
る
意
見
・
提
案

◇
応
募
資
格

県
内
在
住
40
歳
以
上
の
方
で
、

平
日
昼
間
、
青
森
市
で
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方

◇
募
集
人
員

　８
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

◇
応
募
期
間

　平
成
23
年
９
月
１
日
〜
22
日

◇
謝
礼
等

会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き
謝
礼

５
０
０
０
円
及
び
交
通
費

　応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　域
連
合
総
務
課

℡
０
１
７
│

７
２
１
│

３
８
２
１

◇
日
時

　８
月
27
日
〜
28
日

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場

　ユ
ー
ト
リ
ー
及
び
八
戸
駅
周
辺

◇
内
容

　南
部
食
・
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
、
芸
能
発
表
、
音
楽
会
、

ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
等

問南
部
圏
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

℡
43
│

５
１
１
１

　平
成
23
年
６
月
23
日
、
県
内
に

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　楽
し
い
夏
休
み

八
戸
工
科
学
院

　
　
　
　学
生
募
集

生
活
と
健
康
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　法
律
相
談

中
小
企
業
を

　
　
　応
援
し
ま
す
！

い
つ
も
の
毎
日
を

　
　
　
　守
り
続
け
る

青
森
県
営
農
大
学
校

平
成
24
年
度
学
生
募
集

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

消
防
職
員
募
集

公
開
林
業
講
演
会

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

委
員
公
募
の
お
知
ら
せ

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

問 問

問問

問

問

問

問

申

問問

問

問問



1213　広報しんごう　H23・７

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

「
お
ひ
さ
ま
」に
涙
あ
ふ
れ
る

夏
の
朝

鹿

　島

　と

　わ

夏
の
陽
を
あ
び
て
輝
く

樫
の
葉
よ

福

　山

　康

　子

草
花
の
い
っ
き
に
伸
び
て
衣
更

髙

　根

　リ

　サ

お
さ
が
り
の
裾
を
切
り
詰
め

更
衣

村

　上

　て

　る

仲
よ
し
の
二
人
並
ん
で
衣
更

戸

　来

　れ
い
子

月
初
め
勇
気
を
出
し
て
衣
替
え

長

　峯

　ユ

　リ

ふ
し
ぶ
し
が
悲
鳴
あ
げ
て
る

更
衣

鹿

　島

　恵
美
子

野
の
風
に
我
身
ゆ
だ
ね
る

あ
や
め
か
な

小

　坂

　良

　子

向
日
葵
や
道
路
に
添
ふ
て

植
え
替
え
る

工

　藤

　陽

　一

蕗
刈
り
の
雫
は
靴
に
滴
り
ぬ

金

　沢

　
　
　凡

◇
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
に
よ
る
食
中
毒

は
、
６
月
頃
か
ら
発
生
し
、
７

〜
８
月
に
か
け
て
猛
威
を
ふ
る

い
ま
す
。
こ
の
菌
は
、
海
水
中

に
生
息
し
魚
介
類
に
付
着
し
て

お
り
、
他
の
菌
の
倍
以
上
の
ス

ピ
ー
ド
で
増
殖
す
る
、
低
温
や

水
道
水
に
弱
い
、
と
い
っ
た
特

徴
が
あ
り
ま
す
。

◇
予
防
対
策
と
し
て
次
の
こ
と
に

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

・
魚
介
類
を
購
入
す
る
際
は
、
表

示
を
確
認
し
、
な
る
べ
く
冷
や

し
た
状
態
で
持
ち
帰
る
。

・
魚
介
類
を
持
ち
帰
っ
た
ら
、
す

ぐ
に
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。

・
魚
介
類
は
水
道
水
で
十
分
洗
浄

し
、
専
用
の
包
丁
、
ま
な
板
な

ど
を
使
用
す
る
。

・
調
理
後
の
食
品
は
す
ぐ
食
べ
る
。

問

　八
戸
保
健
所

　
　℡
27
│

５
１
１
１

◇
採
用
予
定
人
員

・
初
級
（
短
大
卒
・
高
校
卒
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　９
名
程
度

・
中
級
（
大
学
卒
）

　４
名
程
度

◇
受
験
申
込
期
間

　８
月
10
日
（
水
）
〜

　８
月
24
日
（
水
）
ま
で

◇
試
験
日

　９
月
18
日
（
日
）

問

　八
戸
消
防
本
部
管
理
課

　
　

　
　℡
44
│

２
１
３
２

◇
花
火
は
夏
の
身
近
な
風
物
詩
で

す
。
し
か
し
、
遊
び
方
を
間
違

え
る
と
火
災
や
怪
我
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
子
ど
も
達
に
花
火

遊
び
を
さ
せ
る
と
き
に
は
、
次

の
こ
と
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

・
子
ど
も
だ
け
で
遊
ば
せ
ず
、
大

人
が
付
き
添
い
ま
し
ょ
う
。

・
使
用
方
法
や
注
意
書
を
よ
く
読

ん
で
か
ら
遊
ば
せ
ま
し
ょ
う
。

・
水
バ
ケ
ツ
等
を
必
ず
用
意
し
、

後
始
末
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
迷
惑
に
な
ら
な
い
時
間
と
場
所

を
選
び
、
夜
遅
く
ま
で
遊
ば
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
風
の
強
い
と
き
は
遊
ば
せ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
人
や
家
に
向
け
さ
せ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
遊
ば

せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◇
お
盆
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て

・
迎
え
火
、
送
り
火
の
後
始
末
を

必
ず
行
い
、
良
い
お
盆
に
し
ま

し
ょ
う
。

・
仏
壇
の
燈
明
は
つ
け
っ
ぱ
な
し
に

せ
ず
、
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

問

　五
戸
消
防
署
西
分
遣
所

　
　℡
78
│

２
１
１
９

◇
応
募
資
格

・
高
等
学
校
卒
業
者
（
平
成
24
年

３
月
卒
業
見
込
の
者
を
含
む
）

◇
科
目
・
定
員

　・
機
械
シ
ス
テ
ム

　
　
　25
名

　・
設
備
シ
ス
テ
ム

　
　
　20
名

　・
自
動
車
シ
ス
テ
ム

　
　30
名

　・
制
御
シ
ス
テ
ム

　
　
　25
名

◇
願
書
受
付

　10
月
７
日
〜
11
月
10
日

◇
試
験
日

　11
月
17
日

◇
年
間
経
費

　11
万
８
０
０
０
円

問

　八
戸
工
科
学
院
学
生
係

　
　℡
28
│

６
８
１
１

日
時

　９
月
28
日

　午
後
１
時
30
分
〜

会
場

　青
森
県
森
林
組
合
会
館

講
師

　農
学
博
士

　平
野
秀
樹
氏

演
題

　

「
外
資
に
奪
わ
れ
る
森
│

こ
の
国

　の
森
を
引
き
継
い
で
行
く
に
は
」

◇
参
加
方
法
等
に
つ
い
て
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　㈳
青
森
県
林
業
会
議

℡
０
１
７
│

７
２
２
│

５
４
８
２

　県
で
は
弁
護
士
・
司
法
書
士
に

よ
る
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。「
借
金
の
返
済
が
苦
し

い
」「
登
記
や
遺
産
相
続
の
方
法

が
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
、い
ろ
い
ろ

な
こ
と
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
の
悩
み
が
、
法
律
的
に
解

決
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

◇
料
金

　１
回
目
の
法
律
相
談
は
無
料

◇
対
象

　青
森
県
内
に
お
住
ま
い
の
方

◇
申
込
専
用
電
話
番
号

　℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
３
１
０

◇
申
込
受
付

　午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　（
土
日
祝
日
を
除
く
）

問

　青
森
県
障
害
福
祉
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
３
０
７

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
の
改

修
工
事
で
す
。

①
耐
震
性
能
の
向
上

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の
向
上

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
性
能
の
向
上

④
克
雪
性
能
の
向
上

◇
補
助
金
の
額
は
？

　改
修
工
事
費
と
リ
フ
ォ
ー
ム

工
事
費
担
保
責
任
保
険
料
等
の

10
％
で
、
耐
震
性
能
の
向
上
を

伴
う
改
修
工
事
は
30
万
円
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
・
バ
リ
ア
フ

リ
ー
性
能
・
克
雪
性
能
の
向
上

を
伴
う
改
修
工
事
は
15
万
円
を

上
限
と
し
ま
す
。

　詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問

　青
森
県
建
築
住
宅
課

℡
０
１
７
│

７
３
４
│

９
７
０
１

　八
戸
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
は
八
戸
圏
域
８
市
町
村
の
中

小
企
業
で
働
く
皆
さ
ん
の
た
め
、
事

業
所
単
独
で
は
実
施
す
る
こ
と
が
難

し
い
福
利
厚
生
事
業
を
総
合
的
に
実

施
す
る
互
助
組
織
で
す
。
中
小
企
業

で
頑
張
る
皆
さ
ん
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー

ジ
に
「
潤
い
」
と
「
や
す
ら
ぎ
」
を

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
て
い
き
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

◇
入
会
で
き
る
人

事
業
所
単
位
ま
た
は
３
人
以
上

の
親
睦
会
と
し
て

◇
入
会
金

　１
人

　１
０
０
０
円

◇
会
費
（
月
額
）

　１
人

　１
０
０
０
円

　お
得
な
会
員
特
典
が
様
々
あ
り

ま
す
。

問
・
申

八
戸
市
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー

℡
71
│

２
１
４
５青

森
県
警
察
官
募
集

◇
職
種

　警
察
官
Ｂ

◇
受
験
資
格

　昭
和
54
年
４
月
２

日
か
ら
平
成
６
年
４
月
１
日
生

ま
れ
の
者
（
た
だ
し
、
大
学
を

卒
業
し
た
者
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
者
を
除
く
。）

◇
受
付
期
間

　８
月
８
日
（
月
）
〜

　９
月
２
日
（
金
）
ま
で

◇
第
１
次
試
験
日

　９
月
25
日
（
日
）
　八
戸
市

問

　五
戸
警
察
署

　

　
　℡
62
│

３
２
４
１

　
　新
郷
駐
在
所

　
　℡
78
│

２
１
１
０

◇
修
業
年
限

　２
か
年

◇
募
集
人
員

畑
作
園
芸
・
果
樹
・
畜
産
あ
わ

せ
て
定
員
70
名

◇
受
験
資
格

高
校
を
卒
業
ま
た
は
卒
業
見
込

み
の
者
、
ま
た
は
同
程
度
の
者
。

◇
受
付
期
間

・
推
薦
選
考

　平
成
23
年
10
月
３
日
〜
13
日

・
一
般
募
集

　平
成
23
年
12
月
８
日
〜
15
日

◇
試
験
日

・
推
薦
選
考

　平
成
23
年
11
月
９
日

・
一
般
募
集

　平
成
24
年
１
月
18
日

問

　青
森
県
営
農
大
学
校

　℡
０
１
７
６
│

62
│

３
１
１
１

　放
送
大
学
で
は
、
平
成
23
年
度

第
２
学
期
（
10
月
入
学
）
の
学
生

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
を
利
用
し

て
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で

す
。　働

き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒

業
し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い

な
ど
、
様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世

代
、
職
業
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴

史
・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅

広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

　出
願
期
間
は
８
月
31
日
ま
で
。

　資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

問

　八
戸
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー
ス

　℡
０
１
７
８
│

70
│

１
６
６
３

　後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

に
関
す
る
『
運
営
懇
談
会
』
委
員

の
公
募
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
職
務

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営

に
関
す
る
意
見
・
提
案

◇
応
募
資
格

県
内
在
住
40
歳
以
上
の
方
で
、

平
日
昼
間
、
青
森
市
で
の
会
議

に
出
席
で
き
る
方

◇
募
集
人
員

　８
人
（
選
考
に
よ
り
決
定
）

◇
応
募
期
間

　平
成
23
年
９
月
１
日
〜
22
日

◇
謝
礼
等

会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き
謝
礼

５
０
０
０
円
及
び
交
通
費

　応
募
方
法
等
、
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問

　青
森
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　
　域
連
合
総
務
課

℡
０
１
７
│

７
２
１
│

３
８
２
１

◇
日
時

　８
月
27
日
〜
28
日

　
　
　
　午
前
10
時
〜
午
後
４
時

◇
会
場

　ユ
ー
ト
リ
ー
及
び
八
戸
駅
周
辺

◇
内
容

　南
部
食
・
特
産
品
コ
ー

ナ
ー
、
芸
能
発
表
、
音
楽
会
、

ち
び
っ
子
コ
ー
ナ
ー
等

問南
部
圏
ま
ち
づ
く
り
推
進
協
議
会

℡
43
│

５
１
１
１

　平
成
23
年
６
月
23
日
、
県
内
に

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
食
中
毒
警
報
が
発

令
さ
れ
ま
し
た
。

ル
ー
ル
を
守
っ
て

　
　
　楽
し
い
夏
休
み

八
戸
工
科
学
院

　
　
　
　学
生
募
集

生
活
と
健
康
を
つ
な
ぐ

　
　
　
　
　法
律
相
談

中
小
企
業
を

　
　
　応
援
し
ま
す
！

い
つ
も
の
毎
日
を

　
　
　
　守
り
続
け
る

青
森
県
営
農
大
学
校

平
成
24
年
度
学
生
募
集

ナ
ニ
ャ
ド
ヤ
ラ
廻
道

ふ
る
さ
と
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
１

消
防
職
員
募
集

公
開
林
業
講
演
会

10
月
生
募
集
の
お
知
ら
せ

委
員
公
募
の
お
知
ら
せ

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

問 問

問問

問

問

問

問

申

問問

問

問問



ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

大好きな「こいのぼり」を描きま
した。何回も描くうちに、ちっちゃ
なあかちゃんこいのぼりも描ける
ようになりました。

福田　泰聖くん（さくら組）
ななみちゃんとブランコに乗っ
て遊んでいるところです。「こん
な感じかなぁ？」と言いながら
描いたブランコ、上手に描けま
した。

田島　未舞さん（さくら組）
たいせいふくだ み むた しま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

14

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

210

８月
人の動 き

男　1,451人（－５人）
女　1,560人（－２人）
計　3,011人（－７人）
世帯数961世帯（±０世帯）
（平成23年６月30日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

1
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp
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2011 （
平
成
2
3
年
）

JU
LY

沢  口　希  音ちゃん
Ｈ22・２・15生
（地区）戸来
（パパ）正興
（ママ）美津子

パパとママのねがい

誰からも愛される子になっ
てね。

むらのガイド

平成23年 葉 月
サードニックス（紅縞瑪瑠）
̶ 和合・夫婦の幸福 ̶誕 生 石

はづき
August

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１１年８月
備　　　考

福祉センター

美郷館　9：00～14：00

行　　事　　等

さわ ぐち んの

日 曜

1 月

3 水
4 木

5 金

7 日

8 月

11 木
12 金
13 土
15 月
18 木

19 金

22 月
25 木
26 金
28 日

29 月

31 水

新郷温泉館休館日
国民保険税第１期納期限
介護保険料第１期納期限（普通徴収）
後期高齢者保険料第１期納期限
もの忘れ健診（～３日）
不用犬引取
特定健診（～６日）
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日
健診結果説明会
子ども会親子早起き掃除
行政相談
新郷温泉館休館日
特定健診（～13日）
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日
村成人祭
新郷温泉館休館日
特定健診（～20日）
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日　３・４才児健診
新郷温泉館休館日
特定健診（～27日）
燃えないごみ収集日
村民運動会
新郷温泉館・野沢温泉休館日
母と子の栄養教室
固定資産税第２期納期限
村・県民税第２期納期限

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構
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